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1. はじめに

最近，海洋レジャーや海洋開発が著しく進展している，そのいずれの場合にも潮の干満が潮の流れや港湾

工事等lζ影響を及ぼす身近な現象である。海洋レジャーや海洋開発等の基礎資料のーっとする水路測量にお

いて潮高値は，水深，岸線等を表すために必要不可欠なデータである。その糊高値を得るための潮汐観測に

ついて，いろいろな観測方法があり作業能率を考え適材適所で一番通した方法で実施している。

今回，テストに使用した糊高データのテレメー夕方式による新しい観測機器は，携帯型によるデジタル験

潮器であり水路部で始めて使用する。

今までに，潮汐観測のデジタ Jレ化について小型で・高精度な機器を考慮してきたが，水中部の圧力センサー

の温度変化によるドリフトがあり実用までに至らなかった。

本器を実用化するため機器の操作慣熟及び精度を把握する必要があり，テストを繰り返し行ったので，そ

の結果を述べる。

2. 本器の仕様

構成系統図（第 1図）

構成

潮高を観測しデータを送る装置

VH Fトランスミッタ

観測データを取得する毎にデータを送信する VHF帯送信機

使用周波数及び型式 一般に公開しているデータ伝送用周波数

(169. 25MHz, 169. 65MHz A 1 D) 

空中線電力 0. 5 w 
太陽電池式パワーモジューJレ

装置に電力を供給するため4Ahの充電式電池が組込まれている。

使用電池 5列のシリコン型太陽電池

充電電流 100 mA 

センサースキャニングユニット

水中部の圧力センサーからの電気信号をデジタ Jレに変換し， トランスミッタに送る
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第1図構成系統図

送信間隔 1, 2, 5, 10, 20, 60, 120, 180分のいずれか選択

大気圧補正ユニッ卜

海面の大気圧を測定し，水中部の圧力センサーで補正する

アマードケープル

信号，電源ケーフツレ6本と空気用の管から成り立っている

水中圧力センサー

感知素子の片側lζアー7ード・ケーフソレから伝わる大気圧と，反対側lζ加わる水圧とによって，

兼圧（実水圧）を感知する。測定時は通常37°CK保たれておりセンサーの測定値に対する温

度の影響を排除している。

測定レンジ O～lOm 

感知素子 シリコンチップ

データを受信し処理する装置

VH Fレシーノイ

インターフェースからの電源で運用

データ処理装置

データの保管と処理
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3. データ処理プログラム

テレメータデータの収録と処理

水中部の圧力センサーで得た観測値をリアルタイムにVHF帯の受信機により受信しRS-232Cイ

ンターフェースを通じて処理装置で収録するとともにディスプレイ上にデータをグラフ表示又は最

終記録データより以前のデータ値を表示する。

DSU (DATA SτDRE UNIT）データの処理

VH F帯送受信機が良好に作動しない時等，センサースキャニングユニットに組込んである DSU 

K集録しである観測データをオフラインで処理装置に読み込み処理する。

N値データファイ Jレの処理

観測した生データ（N値データ）を糊高値lζ換算する。

水路部データファイノレの処理

観測データをスムージングや補間計算し，高lj振動のない曲線の値をファイルする。

補助プログラム

DS U内のメモリの点検，時刻の設定， リセット及びデータの消去

4. テスト方法

連続作動試験

観測を2分間隔で連続10日間行い，事務所へのデータ伝送と DSU Kデータを集録した。

精度試験

副標との同時観測

水中圧力センサーを空中（潮位Om）において観測

データ処理試験

伝送されたデータと DSU K集録されたデータを処理し比較検討した。

その他の試験

受信機の空中線の場所を移動して潮位データを受信した。

ハンディタイプの計算機を用いて，受信及びデータ処理した。

5. 試験結果と問題点

1）副擦との同時観測の結果の一部を第1表lζ示す。

副標の読み取り値とテレメータのデータを同時刻で差をとったととろ一定にならない。

2）気象庁所管の鹿児島験潮所の験潮記録とテレメータ lζよる生データ及ひ’水路部データフ ァイJレに変換し

たデータを比較検討した。

鹿児島験潮所の記録と比較するため次のような関係を第2図に示し検討した。

a：気象庁所管の鹿児島験潮所の験潮曲線読み取り値

b：水路部データファイノレの値

c：テレメ ータによる生データの値

A’＝I ( b -a) I個数

A=(b-a)-A’ 

B’＝I(c-a）／個数

B=(c-a)-B’ 
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第 l表副標観測との比較

時刻 差jlj僚の読み 生データ

0740 

0750 

0800 

0900 

1000 

1100 

1300 

1340 

1350 

1400 

1410 

14・o
1450 

1600 

255 ・I 26  1 ・1 ・8
一一一一一一一一一一’・．．一一一一一一一一，

2!'>6 I 201  I -5  

一一一一一・．．．．・一一一一一一一一一一・．．．．
252  I 266  1 ・3

・・・・・・ー．”・一一一－－－一一－．．．．．－－－．．．日一一・
241 I 2•・e l ・5

一一一一－－－－－－一一一一一一一一－．．．．
203 I 205  I ・1

・一・・・・・・・・・・・・・・・一一一一一一・．．．．
140 I 149  I ・3

・一一一一一一一一一一一一一一一70 I 78  I ・2

・・・・一一一一一一一，一・・・ー・．．”・・・ー一一一，
68 I 64  I 4 

一一一一一一一一一一一－－－－01 I 57  I 4 

一一．．．．．一一一一一一一一一一・
70 I 66  I 4 

一一一一一一一一一－・・司・一一－－－一－一ee 1 02  1 ・
－－－－－－－－－－一一一一←・一一一一一一＿.. __ . -. 

08  I 04  I 4 

一一一一一一一一一・4・・『・ー一一一一・・ートーー－・
72  I 07  I 5 一一.----------____ ... ________ －・ー ー一一一一
103 I 101 I 2 

第 2図鹿児島験潮所曲線記録との比較

イ） 上段はA，下段はBの値をプロ ットした。

ロ） Bの値は低潮時にはー値，高潮時には＋値を示し，±5cmと大きく差がありN値 （センサーの検出値）
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データを潮位lζ変換する時の係数の違いと思われる。

ノ、） Aの値は，潮位が下がる時ー値を示し，上がる時＋値を示す事からソフ卜の中で補間計算の方法をチ

ェックする必要がある。

3）水中圧力センサーを空中（潮位Om) Iζ置き，連続観測によるドリフトを調べるためDSU Kデータを

集録した。ドリフトを確認したととろ， N値で2～3変化する。

4）備えつきの処理ソフトを実行し検討した結果の一部を第2表に示す。

イ） D S Uの全データに時刻が付かないため，途中で観測間隔を変更できない。

ロ） N値データファ イ Jレを水路部データファイ Jレに処理した後のプリ ント出力結果を見ると， D•L値の

値が得られたデータの最小潮位値を打出しているので，仮基本水準面値を手入力できるようにする。

ハ）高低潮の時刻が， 10分単位を分単位の出力とする。

時刻l 潮高 ｛則
0・00: 4.650 
1・oo:4.248 
2・00: 3.822 
3・00: 3.489 
4・00: 3.394 
6・00: 3.537 
6・oo:3.851 
7・00: 4.293 
8・00: 4.838 
g・00・:Ii. 288 
10-0b; li.409 
II・00: 5. 245 
12・.OO; 4. 942 
13・00; 4.570 
H・oo:4.158 
15・00: 3.798 
16・oo:3.638 
I 7・0。： 3.682
18・oo:3.879 
19-00: 4.219 
20・00: 4.603 
2』・00: 4.961 
22・00: 5. 146 
23・00: 5.077 

年月日： 1989/01/27

第2表 水路部データファイ Jレlζ処理後のプリント出力

0・o:4.650 
JO: 4.586 
20: 4.521 
30: 4.451i 
40: 4.387 
50: 4.318 
1・O: 4.241 
10: 4.177 
20: 4.106 
30: 4.034 
40: 3.962 
50: 3.1!11 
2・o:3. 122 
10: 3.756 
20: 3.692 
30; 3.632 
40: 3.579 
50: 3.531 
3・ 0: 3.489 
10: 3.455 
20: 3.<421 
30: 3.<408 
40: 3.396 
50: 3.392 

高潮
09・50: 5.412 
22-10: 5.152 

低潮
03・so:3.392 
16-10: 3.633 

4・o:3.311<4 
10: 3.402 
20: 3.411 
30: 3.439 
40: 3.＜・H
50: 3.4” 
s・O: 3.537 
10: 3.6711 
20: 3.626 
30: 3.677 
40: 3.732 
50：・3.7110
6・0: 3.151 
1 o: 3.’16 
20: 3.984 
30: 4. 056 
40: 4.131 
50: 4.210 
7・o:... 293 
JO: 4. 3711 
20: ... 469 
30: 4.561 
40: 4. 655 
so: ... 748 

D • L.. : 3.3112＜・3

・・ O: 4. 131 
JO: 4.92・
20: 5.016 
30: 6. 0曹7
40: 5.16・
50: 5. 232 
II-O: 5.%11 
1 o: 5.333 
20: 5.367 
30: 5.392 

40: 5.・0・
50: 5.412 
10・O: 5. 409 
10: 5.398 
20: 5.379 
30: 5.353 
40: 5.322 
50: 5. 286 
11・O: 5.245 
10: 5.201 
20: 5.154 
30: 5 .104 
40: 5.052 
50: 4.998 

12・o:.C.942 
JO: 4.11.C 
20: "・ 12.C 
30: 4.763 
.co: 4.701 
50: 4.636 
13・o:4.670 
JO: 4.503 
20: 4. 435 
30: .C.366 
40: 4.2’6 
50: ... 226 
14・o:4.158 
JO: 4.090 
20: 4.023 
30: 3.960 
40: 3.1102 
50: 3.8.C8 
15・0: 3. 798 
IO: 3. 756 
20: 3.719 
30; 3. 688 
40: 3.665 
50: 3.648 
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20・o:4.603 
IO: 4.667 
20: 4.730 
30: 4.792 
40: 4.151 

50: 4.’0・
21・o:4.’61 
10: 5.007 
20: 5.041 
30: 5.01.C 
40; 5. 111 
50: 5.132 
22・o:5.146 
10: 5.152 
20: 5.161 
30: 5.143 
.co: 5.129 
50: 5.106 
23・O: 5.077 
1 O: 5 .O‘3 
20: 5.002 
30: 4.955 
40: ...’06 
50: 4.152 



5）そのイ也

イ）テレメータの受信状態が悪いため空中線を移動して観測した結果， AMラジオ放送の電波と混信して

いる。（写真l参照）

電波の型式をA1 Dから F2DK変更する事を検討する。

ロ）ハンディタイプの計算機（PC-98L T）に，潮汐データと水深データが集録可能である。

写真1 受信状態不良のディスプレイ

6. むすび

水路測量を実施している時，浅所の探礁や掘り下げ区域の測深等でリアルタイムに潮の高さが必要な時が

ある。その時，簡易型で潮汐データのデジタノレ化が出来ればテレメータが可能と考えていた。

そして，デジタノレ験潮器について，今までいろいろ検討したが使用している半導体，コンデンサ一等の温

度によるドリフトがあり，良好なデータを取得する事が難しかった。

今回の携帯型デジタノレ験潮器は，それらの事を特に気を付けて各種テストを行い，問題点の数々を検討す

る事とし，ど乙まで問題点を排除する事が可能かメーカと打ち合せたと ζ ろ，運用面での校正方法の実用基

準を設定すれば水路測量lζ使用可能と思われる。その中には， liiiJ振動の処理や送信間隔等の適切な基準を設

けたソフ トの改良及び海中設置機器の軽量化等も必要である。

今後も， 7.k路測量の自動化と合せて研究を行い，測量船上での水深処理，緊急時での使用等について恩慮

したし、。
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